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今回のテーマ︓発票の繰り延べ発⾏にご注意 
 
背景 
税務局は、増値税納税申告比較照合管理(以下「申告比較」と省略)の強化・規範化、申告質の
向上、納税サービスの最適化のため、「増値税納税比較照合管理操作規定（試⾏）」を発布し
た。 
主な内容として、増値税納税申告比較照合の内容、比較照合の範囲、比較照合の規則、比較照
合結果に関する処理⽅法等を規定した。 
当該規定は 2018 年 5 月 1 ⽇から施⾏する。 
税法の規定に基づいた適切な発票の発⾏・取得を要求する規定であり、会社の税務担当者のレベル
アップが要求される。 
 
会社への影響 
 
●2018 年 5 月 1 日前の申告 
＊1 月売上高 100。発票発⾏情報︓発票発⾏済 80、未発⾏（翌月発⾏⾒込み）20。 
＊2 月売上高 80。発票発⾏情報︓当月売上発票発⾏ 80、先月売上発票発⾏ 20。 
 

 

 

 

 

 
未発⾏発票のマイナス記入により、過大納付の心配はない。 



●2018 年 5 月 1 日後の申告 
＊1 月売上高 100。発票発⾏情報︓発票発⾏済 80、未発⾏（翌月発⾏⾒込み）20。 
＊2 月売上高 80。発票発⾏情報︓当月売上発票発⾏ 80、先月売上発票発⾏ 20。 

 

 

 

 
未発⾏発票のマイナス記入不可により、過大納税の可能性がある。 
過大納税をしないためには税務局にて特別申請（異常⽐較照合の申請）を⾏う必要がある。異常
比較照合の申請期間は、税⾦申告及び発票の発⾏ができなくなり、未収⾦の回収などに大きな影
響を与える。 
 
お⾒逃しなく 

 
 ⾦三税務申告システムに注意を︕ 
 発票未発⾏売上高の調整による納税⾦額の調整はできなくなる。 
 発票の繰り延べ発⾏の調整はできなくなる。 
 会計の税務レベルの向上を要求する。 

・発票発⾏の時期の把握 
・増値税上の売上・企業所得税上の売上・企業会計上の売上それぞれの区分 
・増値税上の売上を別途管理するため業務量の増加 
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